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し
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◎
平
和
行
進
は

一
九
五
八
年
に
始
ま
・り
ヽ
思
想
　
信
条

の
違
い
を
越
え
、
核
兵
器
廃
絶
を
求
め
て
一全
国
の
市

町
村
を
結
び
八
千
キ
ロ
以
上
を
行
進
し
ま
す
。
国
連

や
世
界
の
代
表
が
広
島
　
長
崎
に
集
ま
る
八
月
の
原

水
爆
禁
止
世
界
大
会
の
成
功
め
ざ
し
、
雨
の
日
も
炎

天
下
で
も
体
む
こ
と
な
く
歩
き
つ
づ
け
訴
え
ま
す
。

◎
世
界
の
ど
こ
で
も
再
び
ヒ
バ
ク
シ
ヤ
を
つ
く
ら
せ
な

い
た
め
に
核
兵
器
ゼ
ロ
、
原
発
ゼ
ロ
を
実
現
し
ま
し

ょ
う
。
憲
法
を
改
悪
す
る
動
き
を
キ
ツ
パ
リ
や
め
さ

せ
ま
し
よ
う
。

映
画
「プ
ラ
ト
ー
ン
」の
オ
リ
バ
ー
・ス
ト
ー
ン
監
督
が
世
界
大
会
に
出
席
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一原
爆
症
認
定
制
度
の
抜
本
的
改
善
を
求
め
て
た
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か
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一被
爆
者
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援
す
る
募
金
に
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こ
協
力
く
だ
さ
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。
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三
八
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れ
て
い
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非
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戸
方

式
」
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兵
器
を
積
ん
だ
軍
艦
を
入
れ
な
い
措
置
）
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国
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非
核
三
原
則
を
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に
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行
し
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の
Ｎ
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憲
法
９
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と
と
も
に
世
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の
政
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れ
て
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爆
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し
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、

憲
法
９
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つ
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し
て
、
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れ
の
軍
事
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盟
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の
傘
」
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手
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切
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て
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和
外
交
で
非
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和
の
日
本
と
世
界
を
―
兵
庫
県
も
非
核
　
平

相
官
雷
を
行
う
よ
う
に
求
め
ま
し
ょ
う
。

◎
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器
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止
条
約
の
交
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め
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ン
国
連
事
務
総
長
は
じ
め
国
内
外

で
賛
同
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広
が

っ
て
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ま
す
。
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月
の
国
連
総
会
に

提
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ま
す
。
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